
 市議会は、市長が執行する行政運営に対

して市民の声を反映させたり、市民の立場

から不正や暴走がないか監視したりするた

めの市民の代表です。そのため、市長と同

様に市民による選挙で選出される、行政と

は全く別の独立した機構です。 

 その役割を果たすには、市内のすべての

市民がいつでも気軽に声を届けられるだけ

の人数が必要です。そのため、議会が行っ

た意見交換会などでは、市民から｢議員定数

は削減すべきでない。増やしてほしい。減

らせというと、議員の質を落とすことにな

る｣｢議員定数は多いほどいい｣｢地元に議員の

いない切なさを感じている｣などの意見が出

されています。 

 ところが、｢上越の市議会議員の人数は多

すぎる。もっと減らすべきだ｣という主張を

する議員もあり、４日の会派代表者会議で

市議会内に｢議員定数検討委員会｣を設置す

る旨の提案が審議されました。 

 日本共産党議員団は、｢議会は市民の声

を行政に反映させる存在であり、減らす

ことは市民の声を届きにくくさせること

になる。市民からは減らしてほしくない

という多くの声が出されており、減らす

べきではない。定数検討委員会は定数削

減を前提にしており、設置すべきではな

い｣と述べて、設置に反対しました。 

 ところが、他の会派は、｢(任期の残り

が数ヶ月間と)議論の期間が短いことを懸

念しているが、検討はすべきだ｣などとし

てそろって賛成し、設置することが決ま

りました。 

 議員定数については、今後この検討委

員会で議論されることになりました。そ

こで党議員団は、市民の立場に立って

しっかりと声が反映させられるだけの議

員定数を確保することを目指して、毅然

として議論に臨みます。 
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Ｎｏ.８００  ２０２３年８月１３･２０日 
 

連 橋爪  法一 (吉川区代石) 
絡 上野  公悦 ( ) 
先 平良木哲也 (上中田(金谷区)) 

党議員団｢定数減前提の委員会は不適当｣として反対 

        上越保健所管内 

        新型コロナ感染症 

        感染者定点報告数 

 7月17日～7月23日１５.００(県１２.９８) 

 7月24日～7月30日２５.２５(県１８.５１)  当議員団ニュースは、１４市町村の合併間もな

い２００５年２月２７日に創刊して以来、基本的に

毎週発行し、今号で８００号を迎えることができ

ました。これまでのご支援に深く感謝いたします

とともに、これからも変わらぬご愛読をお願い申

し上げます。 

 日本共産党上越地区委員会(五十嵐健

彦委員長)はこのほど、来春の上越市議

会議員選挙にあたり、現職の３氏(橋爪

法一氏、上野公悦氏、平良木哲也氏)を

擁立することを発表しました。 

 これを受けて橋爪法一議員団長は、

｢命と暮らしを守る市政のために、必ず

議席を確保する｣と語りました。 


